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鎌
倉
下
向
僧

の
研
究
-

願
行
房
憲
静
の
事
跡
-

高

橋

秀

栄

一

治
承
四
年

(
一
一
八
○
)
の
こ
ろ

"
辺
鄙
に
し
て
海
人
野
隻
の
ほ
か
ト

居
の
類
す
く
な
し
"
(吾
妻
鏡
)
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
鎌
倉

の
地
が
歴

史
上
の
舞
台
と
し
て

一
躍
脚
光
を
あ
び
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

い
う

ま
で
も
な
く
源
頼
朝
が
そ
の
他
に
武
家
政
治
の
府
を
定
め
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
。
頼
朝
は
そ
こ
が
父
義
朝
に
ゆ
か
り
の
深
い
地

で
あ
る
こ
と

を
重
視
し
て
幕
府
を
置
き
、
新
し
い
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
政
治
、
経
済
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
文
化
、
学
問
、

芸
術

の
分

野
に
お
い
て
も
有
為
の
人
材
を
当
時
の
鎌
倉
内
に
求
め
る
こ
と
は
で
き

ず
、
鎌
倉
以
外
の
地
に
そ
の
適
任
者
を
求

め
て
い
た

こ
と
が

『
吾
妻

鏡
』
の
記
載
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
宗
教
の
分
野
に

お
い
て
も
同
様

で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
鶴
岡
八
幡
宮
は
石
清
水
八
幡
宮

を
勧
請
し
、
鎌
倉

の
守
護
、
武
家
の
霊
場
と
し
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、

そ
こ
の
社
壇

で
営
ま
れ
る
法
会
や
行
事
に
仕
え
る
別
当
や
供

僧
の
補
任
に
際
し
て
は
、
遠
く
伊
豆
の
走
湯
山
や
上
総
国
に
ま
で
人
材

を
さ
が
し
求
め
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
義
朝
追
善
の
た
め
に
建
て

ら
れ
た
勝
長
寿
院
や
、
義
経

・
義
仲
ら
の
鎮
魂

の
た
め
に
造
営
さ
れ
た

永
福
寺
で
の
各
種
の
法
会
も
、
三
井
寺
の
公
顕
僧
正
の
下
向
を
ま
っ
て

行
な
わ
れ
る
と
い
う
有
様様
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
鎌
倉
武
士
の
信
仰
受

浄
土
、
容
に
と
も
な

っ
て
、
天
台
、
真
言
、
浄
土
、
戒
律
、
禅
の
各
宗

派
の
教
え
が
鎌
倉
の
地
に
伝
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
伸
展
を

担

っ
た
人

々
こ
そ
、
ほ
か
な
ら
ぬ
京
都

・
奈
良
方
面
か
ら
鎌
倉
に
下

っ

て
き
た
、

い
わ
ゆ
る

"
下
向
僧
"
た
ち
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時

代
の
仏
教
史
上
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
下
向
僧
と
し
て
は
、
栄
西

・
公

胤

・
道
元

・
明
恵

・
俊
彷

・
良
忠

・
忠
快

・
叡
尊

・
忍
性

・
聖
覚

・
道

教

・
憲
静

・
宏
教
ら
が
い
る
。
彼
ら
が
様鎌
倉
を
め
ざ
し
た
目
的
や
事
情

は
各
々
に
異
な
る
が
、
鎌
倉
新
仏
教
の
創
唱
と
そ
の
定
着
を
め
ざ
し
、

あ
る
い
は
旧
仏
教

の
覚
腿
と
復
興
と
を
使
命
と
し
て
、
鎌
倉
入
り
し
た

足
跡
は
十
分
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

今
回
は
鎌
倉
時
代
の
中
期
ご
ろ
、
鎌
倉
に
下
向
し
た
東
密
僧

・
願
行

房
憲
静
に
視
点
を
あ
て
て
み
た
が
、
鎌
倉
地
方
に
お
け
る
仏
教
の
形
成
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と
展
開
に
寄
与
し
、
多
彩
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
他

の
下
向
僧
の
勝
跡

を
個
別
に
さ
ぐ

っ
て
み
る
こ
と
も
、
鎌
倉
仏
教
の
特
質
を
さ
ぐ
る
上
で
、

充
分
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

二

願
行
房
憲
静
は
建
保
三
年
、
美
濃
源
氏
の
流
れ
を
く
む
木
曾
の
武
士

の
家
に
生
を
う
け
た
が
、
幼
年
に
し
て
仏
門
に
投
じ
、
泉
湧
寺
の
月
翁

智
鏡
に
つ
い
て
北
京
律
の
戒
法
を
学
ん
だ
あ
と
、
意
教
上
人
頼
賢
の
膝

下
に
親
参

し
て
東
密
の
密
旨
を
学
ん
だ
、

い
は
ば
戒
律
と
東
密
の
兼
学

僧
で
あ

っ
た
。

そ

の
事

跡

は

『
沙
石
集
』
『
金
撰
集
』
『
東
寺
大
塔
升
形
銘
』
『
東
宝

記
』
『
東
寺
王
代
記
』
『
鎌
倉
鷲
峰
法
流
伝
来
記
』
『
法
水
分
流
記
』
『血

脈
類
集
記
』
『密
宗
血
脈
鈴
』
『
野
沢
血
脈
集
』
『鎌
倉
日
記
』
『
新
編
鎌

倉
志
』
『律
苑
僧
宝
伝
』
『
本
朝
高
僧
伝
』
『
伝
灯
広
録
』
『
浄
土
伝
灯
総

系
譜
』
な
ど
、
各
種
の
僧
伝
、
史
書
、

紀
行
、
地
誌
の
類
に
婁

々
記
述

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
古
く
か
ら
多
く
の
人
の
眼
に
ふ
れ
、
ま

た
人
名
辞
典
や
百
科
事
典
に
載
せ
る
揚
合
の
典
拠
と
さ
れ
て
き
た
も
の

は

「
律
苑
僧
宝
伝
』
と

『
本
朝
高
僧
伝
』
所
収
の
小
伝
で
あ
る
。
し
か

し
、
前
者

の
伝
中
に
は
、
房
号
を
お
な
じ
く
す
る
浄
土
僧
の
願
行
房
円

満

(安
養
院
開
山
、
建
治
二
年
没
)
の
行
実
が
混
同
さ
れ

て
い
る
可
能
性

(
1
)

が
き
わ
め
て
濃
く
、

そ
れ
を
も
と
に
し
て
憲
静

の
人
と
な
り
を
さ
ぐ
る

と
き
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
憲
静
は
そ
の
修
学
時
代
を
京
都

で
す
ご
し
た
の
で
あ
る

が
、
壮
年
期
に
は
鎌
倉
に
下
向
、
真
言
密
教
の
布
教
を
使
命
と
し
て
い

た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鎌
倉
に
い
つ
下
向
し
た

か
。
一
般
に
、
『伝
灯
広

(
2
)

録
』
を
典
拠
と
す
る
文
永
の
初
め
、
意
教
上
人

に
随
伴
し
て
下
向
し
た

と
の
説
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
誤
り

の
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
か

と
い
え
ば
憲
静
は
、
文
永
元
年
の
前
年
に
あ
た

る
弘
長
三
年
二
月
に
は

(3
)

す
で
に
在
鎌
し
、
八
十
二
才
に
な
る
寛
位
の
も

と
で
真
言
の
事
相
書
を

書
写
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

一
方
の
意
教
上
人
は
文
永
元
年

六
月
五
日
に
は
ま
だ
高
野
山
安
養
院
に
あ

っ
て
、
事
相
関
係
の
書
物
を

安
蓮
と
い
う
僧
に
写
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
金
沢
文
庫
の
資
料
に
よ

っ
て

確
か
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

憲
静
の
在
鎌
期
間
は
弘
長
三
年

(四
十
九
歳
)
か

ら
正
応
三
年

(七
十

六
歳
)
ま
で
の
廿
八
年
の
長
き
に
亘

っ
て
い
る
。

そ
の
間
、
京
都

と
鎌

倉
と
を
幾
度
か
往
還
す
る
こ
と
は
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
彼
が
人

生
の
後
半
生
は
鎌
倉
を
舞
台
に
し
て
い
た

こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
は

彼
が
生
存
中
に

"願
行
上
人
"
"
憲
静
上
人
"
と
敬
称
さ
れ
た

ほ
か
に

"
二
階
堂
上
人
"
"
永
福
寺
真
言
院
上
人
"
と
も
尊
称
さ
れ
敬
慕

さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
も
類
推
で
き
る
。

三

次
に
在
鎌
中
の
主
だ

っ
た
事
跡
を
年
を
追

っ
て
み
て
い
く
と
次

の
よ

う
な
活
躍
ぶ
り
が
し
ら
れ
る
。
紙
数
の
都
合
上
、

こ
こ
で
は
箇
条
書
に

鎌
倉
下
向
僧
の
研
究
 (高

橋
)
 

二
九
五
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鎌
倉
下
向
僧

の
研
究
 
(高

橋
)
 

二
九

六

記
す
こ
と
に
し
た
い
。

○
弘
長
三
年
-

文
永
年
間

二
階
堂
永
福
寺
真
言
院
、
経
師
ヶ
谷
寛
位
房
、
観
音
寺
な
ど
で
東
密

の
事
相
書

を
書
写
。

○
文
永
六
年
三
月
十
二
日

称
名
寺
灌
頂
道
場
に
て
法
光
房
了
禅
に
両
部
灌
頂
秘
印
を
授
く
。

○
文
永
八
年

一
月
十
七
日

称
名
寺
開
山
の
妙
性
房
審
海
に
伝
法
灌
頂
阿
閣
梨
位
を
授
く
。

○
文
永
十
年

異
国
降
伏
の
た
め
両
界
不
断
の
秘
法
を
始
行
。
自
ら
不
動
明
王
像
を

図
絵
し
、
百
口
の
禅
侶
に
祈
念
せ
し
む
。

○
建
治
二
年
五
月
廿
五
日

称
名
寺
灌
頂
道
場
に
て
性
慧
に
両
部
灌
頂
秘
印
明
を
授
く
。

○
弘
安
二
年

東
寺
大
勧
進
に
補
任
。
八
月
廿
日
東
寺
五
重
塔

の
造
営
を
始
む
。

○
弘
安
四
年

東
寺
五
重
塔
の
心
柱
を
立
て
る

○
弘
安
安
八
年

一
月
八
日

称
名
寺

の
審
海
に

『
灌
理
紗
』
(憲
静
の
秘
本
)
の
書
写
を
許
す
。

○
弘
安
九
年

大
山
寺
に
て
曼
茶
羅
供
法
会
が
営
ま
れ
る
。

○
正
応
二
年

定
仙
に
題
未
詳
を
授
く
。

○
正
応
三
年

二
階
堂
に
て
長
承
元
年
灌
頂
記
を
書
写
。

○
年
時
不
詳

(イ)
 

丈
六
地
蔵
尊
を
買
い
求
め
て
二
階
堂
の
堂
宇
に
移
す
。

(ロ)
 
理
智
光
院
の
開
創

(ハ
)
 鉄
造
不
動
尊
を
大
山
寺
に
安
置

(ニ)
 
貞
時
の
治
病
の
加
持
祈
濤

(ホ)
 
鶴
岡
八
幡
宮
の
築
地
修
理

四

と
こ
ろ
で
、
憲
静
が
鎌
倉
に
下
向
し
た
目
的
は
な
ん
で
あ

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
幕
府
為
政
者
の
宗
教
政
策
上
の
要
請
に
こ
た
え
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
泉
涌
寺
開
山
の
遺
風

(
北
京
律
)
を
布
め

る
た

め
で
あ

っ
た
の
か
。
さ
ら
に
は
意
教
上
人
の
も
と
で
究
め
た
東
密
の
信

仰
を
隆
ん
に
す
る
た
め
で
あ

っ
た
の
か
。
い
く

つ
か
推
測
す
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
真
の
目
的
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
に
示
し
た
在
鎌

中
の
事
跡
か
ら
み
る
限
り
に
お
い
て
は
、
泉
湧

寺
門
徒
と
し
て
律
法
を

興
す
と
い
う
よ
う
な
活
躍
ぶ
り
は
全
く
み
い
出

さ
れ
な
い
。
ひ
と
え
に

東
密
僧
と
し
て
の
活
躍
が
み
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
憲

静

の
活
躍
が
西
大
寺
叡
尊
が
北
条
時
頼

・
実
時

の
懇
望
に
応
え
て

一
夏

の
布
教
活
動
を
終
え
て
帰
洛
し
た
半
年
後
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
す
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べ
き
で
あ
る
。

こ
と
に
北
条
実
時
の
創
建
し
た
称
名
寺
で
二
度
三
度
、

伝
法
灌
頂

の
法
鑓
を
も
う
け
て
い
る
こ
と
は
、
北
条
実
時
と
憲
静
と
の

間
に
親
交
が
あ

っ
た

こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
断
定
は
で
き

な
い
が
、
憲
静
の
下
向
は
叡
尊
帰
洛
後
の
欠
を
補
な
う
べ
く
、
幕
府
の

上
層
か
ら
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

五

最
後
に
憲
静
に
み
る
下
向
の
意
義
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
簡
単

に
結
論
を
わ
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
(
1
)
文
永
年
間
に
炎
上
焼
失

を
み
た
東
寺
五
重
塔
の
再
造
営
を
な
し
と
げ
た
こ
と
。
(
2
)
高
野
山
の
堂

舎
を
修
理
す
る
と
と
も
に
、
高
野
山
に
絶
え
て
い
た
結
縁
灌
頂
の
儀
式

を
復
活
さ
せ
た
こ
と
。
(
3
)
意
教
上
人
の
法
脈
を
関
東

の
地
に
ひ
ろ
め
た

こ
と
。
な
ど
の
大
き
な
る
成
果
は
い
う
な
れ
ば
鎌
倉
下
向
に
よ
る
布
教

活
動
が
実
を
結
ぱ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。

こ
と

に
五
重
塔

の
復
興
に
あ
た

っ
て
は
、
意
教
上
人
か
ら
の
助
援
や
勧
め
も

あ

っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
鎌
倉

の
為
政
者
の
外
護
を
得
た
こ
と
が
大
き

な
収
穫
で
あ

っ
た
。

北
条
時
頼
、
時
宗
、
貞
時
、
実
時
、
二
階
堂
氏
ら
の
絶

大
な
外
護
と
支
援
に
よ

っ
て
そ
の
大
事
業
は
推
進
さ
れ
、
完
成
を
み
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
東
寺
五
重
塔
の
再
造
営
に

つ
く
し
た
憲

(
5
)

静
の
功
績
に
関
し
て
は
、
網
野
善
彦
氏
の
す
ぐ
れ
た
論
文
が
あ
る
が
、
彼

が
当
時
す

で
に

"東
寺

ノ
大
勧
進
"
あ
る
い
は

"東
寺
上
人
"
と
し
て
名

声
を
博
し
え
た
の
も
、
ま
た
後
世
の
僧
伝
・地
誌
等
に
そ
の
名
を
残
し
え

た

の
も
、

そ

の
由

縁

は

そ

の
功

に
求

め

ら

れ

る
も

の

と
考

え

ら

れ

る
。

勿

論
、

憲

静

自

身
、

学

徳

と

も

に

深

く

身

に

そ

な

え
、

重

源

・
栄

西

・
行

勇

・
忍

性

・
順

忍

ら

に
乏

ら

ぬ

バ

イ

タ

リ

テ

ィ
な

行

動

力

で
、

あ

の
大

事

業

の
任

に
奉

じ
た

か

ら

で

は

あ

る
が
、

も

し

鎌

倉

に
下

向

す

る

こ
と
が

な

か

っ
た

な

ら

ば
、

そ

の
完

成

の
実

現

は
不

可

能

で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。

幕

府

の
有

力

な
武

家

た

ち

の
支

援

に
も

あ

ず

か

れ

ず
、

東

寺

の

み
な

ら

ず
、

高

野

山

の
堂

宇

の
修

理

す

ら

期

待

で
き

な

か

っ
た

か

も

知

れ

な

い

の

で
あ

る
。

憲

静

に

と

っ
て

一
世

一
代

の
大

事

業

で
あ

っ
た

東

寺

五

重

塔

の
再

建

や

高

野

山

の
修

理

は
、

換

言

す

れ

ば
、

弘

法

大

師

に
も

っ
と

も

ゆ

か

り

の
深

い
名

刹

を
後

世

に
存

続

さ

せ

る

歴

史

的

意

義

を

こ
め

た

大

事

業

で
も

あ

っ
た

の

で
あ

る
。

1

古
く
は
水
戸
光
囲

が

『
鎌
倉

日
記
』

(延
宝

二
年
)

の
中

で
指
摘

し

て

い
る
が
、

故
宮
崎
円
遵
氏

は

「
建
治

二
年

に
寂

し
た
円
満
が
文
永

に
焼

け
た

東
寺
を
修
造
す
る
筈
な
く
、

弘
安

の
頃

関
東

を
往
来

し
て
い
る
筈
も

な
い

の

で
あ

っ
て
、
両
者
は
明

ら
か
に
別

人
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
(
「
称
名
寺

と

浄
土
教
」
龍
谷
学
報
三
〇
九
号
昭

九
)

と
指
摘

さ
れ
、
最
近

で
は
提
禎
子

女

史

の
詳
し

い
研
究
論
文

が
あ
る
。

女
史

の
考
証

に
よ
れ
ば
、
天
文
ご

ろ
ま
で

の
史
料

で
み
る
限
り
、

同

じ
房
号

を
持

つ
憲
静

と
円
満

の
伝
が
混
同
す

る
よ

う

に
な

っ
た

の
は

『
律
苑
僧
宝
伝
』

の
記
載

あ
た
り
か
ら

で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る
、

と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

(茨
城
県

立
歴
史
館
報
10
号
)

2

文
永

初
、

意
教
応
二
鎌
倉
之
請

一赴
関
東
殉
憲
静
踊
弊
履
供
奉
云
々

ち
な

み
に
故

櫛
田
良
洪
氏
は

『
伝
灯
広
録
』

の
記
述

は
杜
撰

の
評
を
免
か
れ
媒難

い
」

と
指

摘
さ
れ

て
い
る
。

3

『
仙
芥
集
』

に

「
願
行
上
人
云
意
教
上
人
、

阿
性

上

人
、

兵
部
卿
法
印
、

三
人
之
真
言
無
相
法
門
皆
同
也
」

と
あ
る
。

こ
の
中

の

兵
部
卿
法
印
と
は
寛
位

の
こ
と
で
、
弘
長

三
年
当
時
経
師
谷
に
住
ん

で
い
た

長
老

で
あ

る
。

4

『
血
豚
』

5

東
寺
修
造
事
業

の
進
展

(『
中
世
東
寺

と
東
寺
領
荘
園
』

所
収
)

(
金
沢
文
庫

主
任
学

芸
員
)

鎌
倉

下
向
僧

の
研
究

(
高

橋
)

二
九
七

-855-


